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叢

説

マ
イ
ス
タ
i
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の

非
キ
リ
ス
ト
教
的
解
輝
の
可
能
性

南
　
原

器

　
中
世
に
大
慌
な
思
索
を
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
か
ら
異
端
の
そ
し
り
を

う
け
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
名
は
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ナ
チ

の
時
代
に
、
　
一
部
の
騰
落
か
ら
噴
騒
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
簸
近
、

と
く
に
母
数
學
者
か
ら
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
ー
ひ

い
て
は
ド
イ
ツ
紳
秘
思
想
に
、
ア
ジ
ア
の
形
術
受
勲
と
相
通
ず
る
も
の
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
キ
リ
ス
教
的
人
格
紳
を
超
越

　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
た
紳
性
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
・
哲
學
の
中
心

を
し
め
る
「
存
在
」
と
か
「
有
」
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
超
え
た
概
念
・

象
徴
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
か
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
西
田
幾
多
錦
の
「
棄

洋
的
無
」
と
同
一
幌
さ
れ
る
か
ら
か
。

一

　
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
中
心
と
す
る
ゼ
イ
ツ
六
欲
思
想
と
菓
洋
の
形
而
上
學

と
の
類
似
を
瞥
見
し
た
の
は
、
も
と
も
と
ヨ
f
ロ
ッ
パ
の
誓
畢
以
た
ち
で

あ
っ
た
。
佛
陀
の
教
え
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
聴
く
と
こ
ろ
が
同
じ
で
あ
る

と
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
…
が
は
じ
め
て
指
摘
し
た
（
全
集
ド
イ
セ
ン
版

第
二
釜
七
〇
三
頁
）
。
そ
れ
よ
り
前
に
、
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー

ゲ
ル
は
、
ド
イ
ツ
中
世
紳
秘
思
想
家
に
、
　
「
イ
ン
ド
精
紳
に
特
有
な
汎
神

論
的
な
否
定
と
霞
己
否
定
の
影
鼠
を
見
出
し
た
（
奮
築
一
八
工
二
年
版
第

二
雀
七
〇
頁
以
下
）
。
「
宗
教
哲
畢
」
で
只
一
園
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
名
を
暴

げ
た
に
す
ぎ
な
い
へ
…
ゲ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
バ
…
ダ
ー
か
ら
、
こ
の
紳

秘
思
想
家
の
こ
と
を
詳
し
く
知
ら
さ
れ
、
　
「
こ
＼
に
（
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の

紳
秘
思
想
に
）
こ
そ
、
私
た
ち
の
求
め
た
も
の
が
あ
る
」
と
の
膚
名
な
書

葉
を
残
し
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弟
子
、
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
、
エ
ル
ト
マ

ソ
、
マ
ル
テ
ン
ゼ
ン
な
ど
は
、
こ
の
雷
蘂
に
刺
戟
さ
れ
、
と
く
に
マ
ル
テ

ン
ゼ
ン
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
紳
秘
思
想
．
を
は
じ
め
て
贈
…
系
的
に
樵
…
い
て

み
せ
て
需
う
。
　
「
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
に
あ
る
も
の
す
べ

て
は
、
無
常
な
偶
然
の
出
來
事
に
す
ぎ
な
い
。
唯
一
な
る
も
の
の
定
め
な

き
島
巡
黙
‘
、
は
か
な
く
浴
え
さ
る
影
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
否
定
的
な
過
程

こ
そ
、
汎
一
偏
払
珊
に
鯉
…
帯
側
…
観
、
ま
・
た
｛
子
宙
二
禽
｛
疋
鮎
醐
一
的
な
価
｝
彩
を
照
日
え
る
」
（
マ

イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ケ
ル
ト
、
　
一
八
羅
二
年
三
四
頁
）
。
マ
ル
テ
ン
ゼ
ン
は
、

さ
ら
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
い
わ
ゆ
る
紳
に
先
立
つ
永
遠
な
「
無
」
に
心
ひ

か
れ
て
い
る
。

　
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
榊
秘
思
想
の
再
登
園
に
よ
っ

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
惟
の
な
か
に
は
、
ア
ジ
ア
の
世
界
で
宗
教
と
名
づ

け
ら
れ
る
も
の
が
劔
で
あ
る
か
、
鵬
氣
な
が
ら
明
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
十
九
世
紀
に
お
け
る
へ
…
ゲ
ル
傳
統
の
代
蓑
者
ラ
ッ
ソ
ン

は
、
す
べ
て
の
生
起
せ
る
も
の
が
、
　
「
成
ら
ざ
る
無
」
の
中
へ
沈
み
込
み

漁
え
盛
る
こ
と
に
こ
そ
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
数
え
の
核
心
が
あ
る
と
考
え

マ
イ
ス
タ
…
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
葬
キ
り
ス
ト
教
的
解
羅
の
冤
無
縫

七
五
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叛
潤
墨
・
研
究
　
　
第
四
百
六
ム
ー
七
號

た
。
　
「
か
く
て
、
こ
の
純
粋
無
垢
な
る
無
こ
そ
、
叢
高
憶
最
善
な
れ
。
も

ろ
凱
）
ろ
の
憧
憬
の
的
な
れ
」
（
マ
イ
ス
タ
ー
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
一
八
六
八

年
一
一
二
頁
）
。

　
し
か
し
、
十
九
枇
紀
の
は
じ
め
に
始
ま
る
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
解
鐸
の
身
丈

で
は
、
「
紳
は
無
な
り
鼠
と
い
う
非
望
，
リ
ス
ト
教
的
な
定
義
に
、
「
紳
は
有

な
り
」
と
い
う
解
繹
が
た
え
ず
封
幽
し
て
き
た
。
早
く
も
、
ラ
ッ
ソ
ン
に

反
封
し
て
、
「
中
世
ド
イ
ツ
奥
秘
思
想
史
」
の
著
者
プ
レ
…
ガ
ー
は
、
「
存

在
す
る
」
紳
が
無
に
解
溝
さ
れ
る
の
を
防
ご
う
と
し
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を

へ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
も
　
　
モ
　
　
ヘ

キ
リ
ス
ト
教
的
に
解
繹
す
る
の
に
全
力
を
そ
㌧
い
だ
。
更
に
、
リ
ン
ゼ
ン

マ
ン
、
バ
ッ
ハ
な
ど
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
研
究
家
は
、
　
一
度
は
数
愈
か
ら
級

門
さ
れ
か
け
た
こ
の
紳
秘
思
想
蒙
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
の
た
め
に
救
お
う

と
し
た
。
　
「
紳
は
無
な
り
、
と
の
雷
葉
の
眞
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
酔

は
有
で
は
な
い
、
と
請
え
ば
．
そ
れ
は
紳
か
ら
膚
を
否
定
し
た
の
で
は
な

く
、
有
を
高
め
、
寄
値
あ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
偏
（
バ
ッ
ハ
、
マ
イ
ス
タ

…
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
ド
イ
ツ
的
思
辮
の
父
、
　
一
八
六
鎧
年
六
七
貰
）
。

　
初
期
の
非
キ
リ
ス
ト
教
盛
合
麗
は
跡
を
た
ち
、
疋
統
的
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

像
が
決
定
的
に
な
っ
た
な
か
で
、
い
ま
か
ら
二
十
数
年
前
、
エ
ッ
ク
ハ
ル

ト
の
紳
秘
思
想
の
中
心
は
「
有
」
で
は
な
く
て
フ
有
を
超
え
た
も
の
扁
で

あ
る
と
、
グ
ラ
ー
プ
マ
ン
に
よ
っ
て
い
ま
一
度
主
張
さ
れ
た
（
窯
窪
窒
や

σ螢

O
2
醤
傷
。
嵩
。
℃
三
年
興
2
蓉
。
。
仲
δ
鵠
。
昌
窯
、
o
…
陰
鍵
定
義
剛
毒
年
輪
》
ぴ
7
●
偽
噛

切
3
、
裡
．
｝
鋒
㊤
〔
｛
o
暮
｛
0
9
線
卵
ω
・
固
）
幽
浅
。
騎
㍉
℃
霞
㎞
o
圓
●
環
．
剛
瓢
鵬
r
深
團
’
器
』
綻
メ

〉
げ
壷
口
）
。
し
か
し
、
こ
れ
に
反
逸
し
て
．
今
羅
も
つ
と
も
新
し
い
研
究

の
一
つ
で
あ
る
シ
ュ
モ
ル
ト
「
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
語
彙
」
は
善
う
。
グ
ラ

七
六

㌧
ア
マ
ン
は
、
噂
霞
ぎ
。
・
o
鍵
窪
黛
を
「
あ
ら
ゆ
る
麿
を
離
れ
た
純
潔
」
と

謬
し
、
紳
は
有
を
持
た
な
い
と
考
え
た
が
、
本
當
に
は
有
の
純
潔
を
意
味

す
る
の
で
あ
り
、
認
識
が
℃
黛
凶
酔
塁
。
務
窪
隻
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

有
と
雰
有
と
い
う
紳
に
つ
い
て
の
矛
盾
す
る
定
義
は
、
認
識
と
有
と
が
購

一
な
る
こ
と
か
ら
由
來
す
る
か
ら
、
紳
に
つ
い
て
有
が
否
定
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
　
（
麗
象
8
G
。
窪
響
。
裁
び
◎
δ
儀
。
巴
箆
8
㏄
o
σ
q
盛
年
巷
養
6
㎏
δ

ン
冷
肝
入
　
幽
。
鷺
回
錠
訪
i
の
酔
蠕
蝕
。
昌
　
N
郎
門
外
話
。
。
。
。
8
2
、
琶
ぎ
。
δ
σ
q
δ
鳥
2

劉
瞭
馨
。
笹
o
o
げ
畠
〇
三
ω
o
ず
0
9
訟
⇔
罷
。
ぎ
。
嶺
お
窃
麟
百
頁
）
◎

　
さ
れ
ば
、
今
羅
、
鈴
木
大
拙
が
、
そ
の
護
｝
、
珍
…
∩
鍔
疑
二
Ω
ζ
露
…
9
昌
斜
昌
傷

脚
¢
蝋
燭
㌶
。
。
ご
窯
・
就
O
詩
む
鶏
の
な
か
で
、
「
佛
教
徒
マ
イ
ス
タ
i
。
エ
ッ

ク
ハ
ル
ト
」
を
語
る
と
す
れ
ば
、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
研

究
の
親
野
か
ら
み
れ
ば
殆
ど
荒
唐
無
稽
に
思
わ
れ
る
こ
の
解
繹
に
は
、
一

つ
に
は
、
い
ま
か
ら
百
隼
ば
か
り
前
に
プ
レ
ー
ガ
ー
が
語
っ
た
焼
判
が
あ

て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
大
臆
不
敵
な
㎜
冨
蘂
は
、
エ
ッ

ク
ハ
ル
ト
の
思
想
騰
馬
全
羅
を
正
し
く
理
解
し
て
の
み
正
し
く
解
繹
さ
れ

得
る
」
（
麟
獣
零
餌
霧
穆
蚕
簿
葺
窺
塁
坤
紳
巽
圏
。
げ
び
鍵
諾
¢
雲
鳥
鼠
o
O
『
鶴
好
争

注
σ
q
o
侮
興
麟
鼻
…
回
錠
院
鳥
寄
ゆ
闘
，
げ
8
零
勺
剛
鳳
Φ
．
N
o
…
酔
言
ぽ
陣
烈
烈
屑
讐
。
。
垣
壁
げ
o
o
圏
．

㎞
龍
・
烏
。
脳
．
冨
掌
二
〇
三
頁
）
。
ま
た
、
他
方
で
は
、
デ
ニ
フ
レ
の
難
語
が

参
考
と
な
ろ
う
。
　
「
一
つ
一
つ
の
原
典
の
批
霊
的
な
研
究
が
な
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
特
殊
な
も
の
ぱ
輕
観
さ
れ
て
一
言
的
な
も
の
の
み
取
扱
わ
れ

た
」
（
嬬
⇔
琴
7
〈
§
σ
q
。
碧
幽
蛇
藁
、
〉
一
、
鐸
二
鋳
駿
頁
）
。

　
デ
ニ
フ
レ
は
、
そ
の
こ
ろ
新
し
く
蛮
見
さ
れ
た
ラ
テ
ン
譲
の
テ
キ
ス
ト

を
擦
り
所
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
主
擬
的
恣
意
的
な
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
解
麗
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を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今
縦
ラ
テ
ン
語
の
著
作
全
集
が
出
版
さ
れ

る
に
つ
れ
て
（
O
δ
鑓
8
陣
駄
・
・
o
竃
μ
≦
o
降
。
海
鼠
繋
2
国
。
労
び
紗
馨
ω
・
鎖
話
σ
q
・

㎞
鑓
〉
鼠
零
9
D
σ
q
o
瓢
黛
O
o
【
器
6
M
捲
謁
鳩
。
誘
甑
誉
路
籔
薦
。
欝
。
画
嵩
8
副
既
併
く
O
嵩

魍
。
州
際
芝
魚
炎
融
9
⑰
覧
嗣
深
o
o
認
ジ
鉾
一
④
ミ
第
）
、
こ
の
デ
ニ
フ
レ
の

畿
判
は
、
至
當
で
あ
る
と
の
印
象
が
強
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語

の
著
作
で
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
も
っ
ぱ
ら
「
有
」
の
形
蒲
上
學
を
語

り
、
　
「
紳
性
の
無
扁
な
ど
と
い
う
表
現
は
、
少
く
と
も
い
ま
ま
で
の
と
こ

ろ
は
一
つ
と
し
て
見
あ
た
ら
な
い
。
「
無
」
は
、
こ
こ
で
は
「
悪
の
根
源
」

で
あ
り
、
ま
た
「
否
定
」
と
「
奪
還
の
根
源
で
も
あ
る
（
ω
2
欝
密
男

り
O
）
。
「
無
」
ぼ
ど
醜
い
も
の
は
な
い
（
G
Q
o
憎
憎
p
．
　
ぐ
回
　
邸
　
昌
。
　
q
圃
）
。

　
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
異
端
的
な
解
繹
が
そ
の
根
籔
を
失
っ
た
の
は
、
こ
う

し
て
、
神
無
二
鼻
繋
的
な
理
由
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
ラ
テ
ン
語
の

原
典
が
新
し
く
骸
見
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
今
迄
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
ド
イ

ツ
語
全
集
i
今
臼
に
至
る
ま
で
も
唯
一
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
壼
集
プ
フ

ァ
イ
フ
ァ
ー
版
の
櫃
威
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
た
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
」
以

來
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
非
キ
リ
ス
ト
教
的
解
集
め
根
強
い
地
盤
と
な
っ
て

い
た
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
…
版
の
不
正
確
、
不
完
全
さ
は
、
パ
ー
ン
ケ
、
ベ
ハ

ー
ゲ
ル
、
シ
ュ
パ
ー
マ
ー
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ホ
、
フ
ァ
ー
ル
ナ
ー
、
ス
ク
テ

ラ
、
ク
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
措
摘
さ
れ
、
こ
と
に
異
端
的
な
解
繹
を
ゆ
る
す

原
典
の
翼
性
が
疑
わ
れ
出
し
た
。

野
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
解
繹
は
、
紳
學
・
哲
學
的
な
論

争
を
ゆ
る
す
以
前
に
、
そ
の
原
典
の
皆
色
を
め
ぐ
っ
て
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
綾
け

て
き
た
の
で
あ
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
解
繹
の
間
題
は
、
紳
學
・
哲
學
的
で

あ
る
前
に
、
ま
つ
根
本
的
に
テ
キ
ス
ト
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
ま
つ
文
献

學
的
に
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ー
ン
ケ
に
は
じ
ま
る
エ
ッ
ク
ハ

ル
ト
研
究
は
文
献
畢
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
時
に
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の

紳
學
、
哲
學
の
問
題
は
、
言
葉
の
問
題
と
切
り
離
せ
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
　
（
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
紳
秘
思
想
を
　
蓄
葉
の
面

か
ら
杷
え
よ
う
と
し
た
澤
蜘
の
文
献
の
う
ち
か
ら
、
い
く
つ
か
例
を
あ
げ

れ
ば
、
鰐
●
際
悉
要
旨
”
竃
鉱
ω
8
『
団
。
一
読
p
算
ω
↓
ぐ
う
境
簿
ぎ
2
0
讐
。
瞥
μ
笹
目
路

O
諺
嶺
“
N
萄
槻
。
雛
創
9
嶺
。
な
。
零
澤
・
N
塗
℃
『
一
①
（
一
。
。
c
。
恥
）
．
○
曹
N
騨
ぎ
さ
U
剛
。

ご
⇔
o
δ
搾
ぴ
。
遷
囲
義
傷
口
“
o
⊆
一
二
剛
δ
貰
ノ
ぐ
。
搬
総
。
げ
導
N
⑦
ω
価
∬
g
び
象
。
。
。
℃
似
掌

B
冨
鉱
鉱
8
蚤
。
び
。
鼠
蕩
酔
圃
ド
囲
旨
も
。
．
O
脚
ピ
鵜
。
誘
サ
O
げ
⑭
℃
場
碧
げ
。
侮
自
傷
。
亨

窪
6
ぴ
O
P
　
竃
〆
諮
酔
弾
傷
窪
目
搾
酔
顔
鉱
8
諺
　
凶
語
ど
く
O
「
閥
O
罵
O
O
ず
捗
膨
濡
々
。
。
　
〈
◎
⇔

　
　
　
　
、

鍵
餌
ぴ
豊
仙
。
げ
二
薦
．
お
ま
．
顕
舶
緊
二
浮
凶
器
掌
σ
霧
イ
く
◎
既
と
O
議
添
傷
、
．
冒
匙
興

QQ
竢
w
。
ず
の
匹
亀
島
の
蕪
。
。
甑
霧
雲
ン
鉱
区
賦
搾
餌
⑰
ω
冨
．
鐸
霞
・
　
蜜
ぴ
嘆
び
鍔
透
蒲
鉾

｝
簿
Φ
曽
ρ
賊
罵
ヨ
。
・
N
ρ
U
δ
曝
○
冠
韓
ぎ
。
　
o
G
q
δ
畠
舘
竃
誘
箋
ハ
。
『
。
・
鏑
。
げ
鍍
ヨ
2

8
鋤
巳
興
’
お
し
◎
O
・
踏
魯
ぜ
く
’
鵠
拶
㈹
o
ジ
㌶
誘
野
6
7
⑦
譲
飢
欝
蕩
。
謬
ρ
起
工
轟
σ
q
も
・
8
同
ヨ

毎
廷
笛
彗
｝
蕊
優
．
∬
6
騨
ぎ
傷
2
◎
Q
総
α
q
o
げ
黛
蝿
．
N
臨
℃
7
U
◎
⇒
（
お
9
◎
切
）
曾
瞬
．
罫

き◎

U
ぴ
路
O
恐
気
堵
門
δ
場
ぎ
8
識
O
欝
鶉
O
圏
｛
O
　
薫
◎
嵩
零
げ
艮
N
　
寓
O
置
8
『
轡
0
脚
ぴ
即
跨
。
。
9

一
器
勢
隊
・
膨
。
薦
0
5
0
δ
》
器
痔
｛
ざ
犀
。
傷
興
d
鉱
。
ヨ
望
。
。
嵩
＄
坤
B
鼠
陣
馨
。
賢

ぴ
0
6
閣
凱
。
髪
8
ず
窪
り
這
繍
罵
麟
．
緊
¢
鉱
ω
6
7
⑦
℃
葺
。
。
。
竃
葺
。
幽
幽
閂
8
ユ
箒
ご
O
o
子

誘
島
δ
毒
。
簿
σ
Q
湧
。
窯
。
卸
。
剛
、
．
’
6
畠
．
繭
．
ゆ
鳳
三
導
憲
心
酔
弾
¢
讃
傷
O
Q
℃
弓
甲

6
M
｝
ρ
一
町
く
⇔
誉
繊
貯
瀞
N
に
①
貯
勘
昌
飢
◎
び
ぎ
吾
2
0
嵩
飢
巽
。
謎
餌
巽
も
Q
噂
簿
巳
㍗

甑
く
。
鐵
7
発
し
・
酔
跨
》
浮
貯
8
哩
轡
6
年
回
霧
雰
。
賢
く
窃
ミ
（
δ
紹
）
・
ゆ
畳
ω
0
7
ヨ
9
再
び

回
）
δ
島
。
曜
日
げ
。
ゆ
。
饗
購
㌘
壱
鎚
6
ケ
。
鎮
。
蜂
興
図
。
犀
げ
9
噌
9
0
Q
欝
象
。
瓢
聾
戦

℃
謀
δ
。
・
●
曜
．
霞
ヨ
ぎ
。
ぴ
讐
。
餌
霧
窯
葺
2
｝
6
6
ゲ
鳥
。
門
欝
凸
剛
δ
野
む
累
こ
れ
ら
の

研
究
の
大
森
分
は
、
濁
語
猫
文
學
考
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
）
。

マ
ィ
ス
タ
…
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
非
キ
ー
ー
ス
ト
教
的
解
繹
の
可
能
性

．
七
七



796

痂
ロ
農
ギ
耀
雛
蜘
九
　
　
螂
菊
閃
灘
鷹
山
ハ
幸
を
い
號

　
文
献
學
的
な
研
究
が
叢
む
に
つ
れ
て
、
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
版
に
よ
る
解

羅
n
は
、
殆
ど
出
患
上
議
ど
臨
ハ
つ
た
。
い
わ
ん
や
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
臨
画
ど
一
騎
爆
轡

蒙
的
に
ひ
ろ
め
る
に
寄
興
し
た
ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
の
環
代
語
謬
を
灘
い
て
エ

ッ
ク
ハ
ル
ト
を
論
ず
る
と
す
れ
ば
、
初
歩
的
な
誤
り
．
を
犯
す
こ
と
に
な
ろ

う
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
論
ぜ
ら
れ
る
わ
り
に
、
テ
キ
ス
ト
の
基
礎
的
な
知

識
が
島
本
に
は
敏
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ト
を
と
く
に
現
在
解
灘
す
る
う
え
で
は
、
致
命
的
で
あ
る
。
か
な
り
前
か

ら
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
エ
ッ
ク
ハ
ル

ト
の
日
本
語
謬
す
ら
殆
ど
な
い
に
ひ
と
し
い
。

　
日
本
に
く
ら
べ
れ
ば
い
く
つ
も
の
灘
が
あ
る
と
は
い
え
、
英
諜
に
た
よ

る
の
も
よ
く
な
い
。
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
O
・
鳥
。
切
．
閃
く
量
器
の
賦
課

は
、
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
i
販
の
謁
（
し
か
も
省
略
あ
り
）
で
あ
っ
て
、
誤
り

も
多
い
（
例
え
ば
、
三
一
三
黄
な
ど
）
。
こ
う
い
う
誤
隷
か
ら
、
ヒ
ュ
…

ゲ
ル
、
A
・
ハ
ク
ス
レ
イ
、
イ
ン
グ
の
よ
う
な
紳
秘
鍵
想
研
究
家
は
、
談

つ
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
像
を
引
き
だ
し
た
の
で
あ
る
。
現
代
課
と
い
う
R
・

B
・
プ
レ
…
ク
ニ
ー
の
繹
（
一
九
四
一
年
、
一
九
五
七
年
再
版
）
は
、
プ

フ
ァ
イ
フ
ァ
i
版
に
批
判
的
と
い
う
も
の
の
（
ま
た
辮
明
書
を
含
む
）
、
エ

ヴ
ァ
ン
ス
の
も
の
に
く
ら
べ
て
殆
ど
進
歩
が
な
い
。
ア
メ
リ
カ
調
の
英
語

で
書
か
れ
た
こ
の
本
は
、
ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
の
英
灘
の
よ
う
な
感
じ
を
輿
え

る
に
ア
ぎ
な
い
。
（
こ
の
よ
う
・
な
状
態
は
、
農
学
の
新
し
い
英
課
に
よ
っ

て
改
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
日
、
界
O
巻
幾
O
巽
彰
§
㌶
誘
樽
答
伊
団
。
鐵
摂
3

樋
9
三
〇
弓
錠
義
G
り
霧
P
O
×
ま
桟
餌
篠
お
の
灘
者
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

瓶
・
ク
ラ
ー
ク
の
竃
O
…
巽
賃
酸
O
｝
魯
9
嵩
》
O
鈴
懸
導
酬
鳥
σ
q
◎
お
鴛
は
、
僅
か

二
十
五
の
論
教
と
一
三
二
七
年
二
月
一
三
霞
の
欝
明
書
と
ヨ
ハ
ネ
法
王
の

七
八

教
書
を
奮
む
に
す
ぎ
な
い
が
、
唯
一
の
儒
頼
で
き
る
英
課
で
あ
る
。
　
一
二

四
齋
只
に
わ
た
る
解
鍋
眺
D
か
ふ
め
蛮
ソ
、
袖
果
瓢
悶
の
護
者
は
エ
ッ
ハ
ノ
ハ
・
ル
ト
’
ど
理
鯉
伽
ふ
，

る
う
え
の
よ
い
手
引
き
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
語
の
現
代
語
鐸
に

は
、
ク
イ
ン
ト
の
も
の
が
あ
る
Q
．
ρ
膿
鉾
♂
竃
。
疑
興
図
。
ぎ
一
θ
鍵
，
び
O
o
午

鍵
。
ぎ
℃
袴
鼠
σ
q
9
昌
¢
昌
低
↓
冠
9
盲
判
。
・
鎧
七
声
ず
§
一
⑩
ま
）
。
テ
キ
ス
ト
の

颪
儒
に
つ
い
て
は
一
切
の
諭
評
を
ひ
か
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
ま
で

の
謬
の
誤
り
を
た
だ
し
た
便
利
な
も
の
で
あ
る
）
。

二

　
さ
て
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
非
キ
リ
ス
ト
教
的
に
解
指
す
る
絵
地
は
、
現

在
残
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
注
意
す
べ
き
こ
と
が
、
い
く
つ
か
あ

る
と
思
わ
れ
る
◎

　
一
、
第
｝
に
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
ド
イ
ツ
語
の
原
典
研
究
は
、
ま
だ
完

威
に
は
程
遽
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ク
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
一
九

三
六
年
以
來
企
て
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
語
の
全
集
は
、
最
近
、
や
っ
と
第

一
轡
が
完
決
し
た
ば
か
り
で
あ
る
（
鍵
。
鼓
2
図
。
岡
ハ
ぎ
詳
U
器
畠
。
三
も
・
。
び
窪

譲
。
藁
ρ
簿
。
・
σ
q
●
〈
o
⇔
9
を
ぎ
け
凶
影
艶
¢
津
鑓
α
q
o
低
醇
U
o
象
8
冨
p
閏
0
7

蓉
7
§
σ
登
・
。
σ
q
。
旨
魯
綴
。
ぎ
津
．
お
ら
。
①
塗
）
。
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
：
版
が
信
用
で
き

な
い
こ
と
は
明
白
な
万
葉
で
あ
る
が
、
い
ま
ま
で
に
ク
イ
ン
ト
に
よ
っ
て

出
版
さ
れ
た
僅
か
の
テ
キ
ス
ト
が
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
上
す
べ
て
を
傳
え
る

と
雷
い
き
れ
な
い
こ
と
も
、
難
じ
よ
う
に
明
白
で
あ
る
。
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ

ー
版
が
疑
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
樽
わ
る
膨
大
な
古
寓
回
す
べ
て
の
旗
正

が
否
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
ま
た
澤
山
の
古
寓
本
の
輻
藤
の
た

め
に
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
も
の
か
ど
う
か
結
局
き
め
手
の
な
い
テ
キ
ス
ト
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も
出
て
く
る
も
の
と
愚
管
さ
れ
る
。

　
ご
、
思
い
が
け
ず
新
し
く
ラ
テ
ン
語
の
原
典
が
饗
災
さ
れ
、
こ
れ
は
豊

作
で
あ
る
こ
と
が
確
賢
な
た
め
、
ラ
テ
ン
語
の
テ
キ
ス
ト
が
重
心
さ
れ
、

ド
イ
ツ
語
の
原
典
も
ラ
テ
ン
語
の
も
の
と
の
比
較
に
お
い
て
の
み
正
し
く

解
鐸
さ
れ
う
る
と
の
見
解
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
、
い
ま
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

の
自
作
で
あ
る
こ
と
が
確
製
親
さ
れ
て
い
る
僅
か
の
ド
イ
ツ
語
の
原
典

を
、
ラ
テ
ン
語
の
も
の
と
く
ら
べ
て
み
よ
つ
、
ド
イ
ツ
語
の
設
教
に
は

ま
さ
に
「
無
」
の
象
徴
で
あ
る
「
闘
」
、
「
奈
落
の
底
」
、
「
，
砂
漢
し
な
ど
に

つ
い
て
、
ラ
テ
ン
語
の
原
典
と
正
反
封
の
解
羅
が
あ
る
。
鯛
え
ば
、
ラ
テ

ン
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
、
主
に
「
悪
の
闇
」
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、

ド
イ
ツ
語
の
説
教
で
は
、
「
か
く
れ
た
る
父
な
る
も
の
の
閥
」
と
雷
わ
れ
、

紳
の
底
の
薩
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
唯
一
力
庭
で
あ
る
が
、
紳
と
は
侮
ぞ
．

と
の
問
い
に
、
紳
は
何
物
で
も
な
く
「
無
」
で
あ
る
と
酬
う
（
金
集
第
一

春
四
〇
二
頁
第
ご
行
）
。

　
三
、
ラ
テ
ン
語
の
原
典
を
重
領
す
る
、
い
ま
ま
で
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
研

究
の
根
本
態
度
と
あ
い
ま
っ
て
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
、
ス
コ
ラ
と
の
關
係

を
正
し
く
理
解
し
て
の
み
正
し
く
解
繹
さ
れ
得
る
と
の
見
解
が
と
ら
れ
て

き
た
。
　
（
と
く
に
　
≦
●
切
棄
σ
q
ρ
竃
O
碧
禽
瞬
O
犀
0
7
碧
厨
ぴ
O
鐸
の
く
O
縫

σq

ｿ
銭
搾
鋼
窪
煽
雛
臣
σ
Q
霧
O
削
げ
9
艶
剛
6
ぴ
葺
o
Q
鉱
ジ
お
讐
を
見
よ
）
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
紳
秘
思
想
は
、
あ
く
ま
で
新
プ
ラ
ト
ン
的
な
も
の
で
あ

っ
て
、
ス
コ
ラ
の
教
學
と
の
關
係
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

の
瀞
秘
思
想
の
奉
、
面
化
を
意
味
し
よ
う
。
　
（
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
薪
プ
ラ
ト

ン
的
な
面
を
と
く
に
指
摘
し
た
の
は
、
エ
…
リ
ッ
ヒ
・
ゼ
ー
ベ
ル
ク
で
あ

り
、
最
も
新
し
い
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
》
．
》
琴
」
醤
。
穿
鍵
▽
幣
8
¢
o
蓉
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

霧
躍
牙
薦
葭
娠
塾
喫
ぎ
鼠
曜
瞥
℃
匪
霧
○
讐
陣
。
だ
r
蒼
く
。
ぎ
δ
σ
q
…
c
じ
匿
（
「
悼
’
遷
誌

が
あ
る
）
。

　
四
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
周
漫
、
ま
た
そ
れ
に
綾
く
融
刷
秘
思
想
家
の
多
く

の
古
爲
本
に
「
無
」
の
思
麟
、
そ
の
象
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
ひ
い
て
は
、

ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
や
チ
ェ
プ
コ
に
及
ぶ
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
後
異
者
た
ち
が
、

「
無
」
に
つ
い
て
思
索
を
重
ね
な
が
ら
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
「
無
」
の
師

駈
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ど
う
解
繹
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
テ
キ
ス
ト
の
問
題
は
片
づ
い
て
い
ず
、
ま
た
き
め
手
の
な
い
今
金
、
エ

ッ
ク
ハ
ル
ト
の
後
壁
者
の
「
無
」
が
あ
る
。
他
方
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
以
前
、

プ
ロ
テ
イ
ン
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
・
ワ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
ー
タ
、
　
ヨ
ハ
ネ
ス
。
ス

コ
ー
ト
ウ
ス
・
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
な
ど
に
「
無
」
の
思
辮
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
い
わ
ゆ
る
「
無
偏
の
傅
統
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
の
「
無
偏
を
推
測
す
る
の
は
、
　
つ
の
可
能
性
で
あ
ろ
う
。
も

し
、
テ
キ
ス
ト
の
整
理
さ
れ
た
將
來
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
異
端
で
は
な
く

正
統
派
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
な
ら
ば
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
後
繧
者
た

ち
は
、
と
に
か
く
ヨ
…
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
無
」
の
傳
統
に
正
し
く
も
と

づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。
ま
た
逆
に
、
も
し
も
エ
ッ
ク
ハ

ル
ト
に
や
は
り
「
無
」
が
冤
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の

「
無
篇
の
傳
統
の
中
の
大
き
な
つ
ぎ
琶
が
見
つ
か
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

蕊

　
「
聴
」
を
超
え
る
絶
回
者
の
規
定
は
、
も
と
も
と
新
プ
ラ
ト
ン
的
で
あ

る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
、
新
プ
ラ
ト
ン
思
想
を
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ

マ
イ
ス
タ
ー
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
藷
非
キ
リ
ス
ト
教
的
解
灘
弾
の
．
可
能
魅

七
九
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哲
學
研
究
　
　
岬
弟
四
【
養
六
十
七
號

オ
パ
ギ
…
タ
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
い
う
ご
つ
の
系
統
か
ら
受
け
て
い

る
。
プ
ロ
テ
イ
ン
か
ら
一
方
で
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
他
方
で
は
ア
レ

オ
パ
ギ
ー
タ
へ
績
く
こ
の
二
つ
の
系
統
は
、
全
く
異
質
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
・

コ
ッ
ホ
は
、
そ
の
優
れ
た
論
文
諺
露
σ
q
器
銘
凱
。
。
o
ぴ
鍵
償
雛
匹
○
ご
下
受
駐
。
ず
醇

裳
窪
覧
碧
。
鼠
。
。
ヨ
蕊
二
瓢
畠
α
霧
㌶
剛
簿
鉱
鉱
8
び
際
帥
纂
”
O
Q
ε
島
｛
窪
ゆ
昏
心
。
。

（一

J
8
ー
ミ
）
で
、
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
粗
達
す
る
こ
と
を
立
謹
し
た
。
デ
ィ

オ
ニ
シ
ゥ
ス
に
受
け
．
つ
が
れ
た
の
は
、
プ
ロ
テ
イ
ン
の
紳
秘
思
想
の
中
心

概
念
コ
者
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
か
ら
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
へ
至
る
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
プ
ロ
テ
イ
ン
の
亜
聖
上
底
に
見
出
し
た
も
の
は
、

そ
れ
と
は
繰
も
ゆ
か
り
も
な
い
三
位
一
騰
論
で
あ
る
（
繊
悔
録
第
七
書
）
。

　
さ
て
、
こ
の
「
一
行
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ャ

的
な
意
味
に
お
け
る
絶
封
有
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
こ

こ
に
い
ま
ま
で
鹸
り
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
思

　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れ
る
。
プ
ロ
テ
イ
ン
で
は
、
　
一
者
は
門
存
在
」
を
超
越
す
る
。
　
一
難
は
、

巳
q
ミ
で
も
魁
遷
へ
で
も
9
で
も
な
い
。
軍
純
そ
の
も
の
で
あ
る
。
一

者
は
エ
イ
ド
ス
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
如
偲
な
る
意
味
に
お
い
て
も
規

定
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
そ
れ
故
、
「
有
」
（
　
り
　
　
、
　
　
　
噂
、
O
Q
q
い
袋
　

C
曙
）
と
い
う
こ
と

は
あ
り
得
な
い
（
閏
聲
●
〈
O
①
）
。
絶
封
者
の
超
越
と
は
、
「
有
」
に
封
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も

て
の
超
越
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
絶
富
者
は
…
…
で
あ
る
（
昏
ミ
）
と

い
う
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
プ
ロ
テ
イ
ン
は
、
繰
返
し
蓮
べ
て
い
る
（
図
§
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

臼
◎
◎
δ
．
＜
｛
刈
卜
3
c
◎
．
〈
囲
Q
o
c
Q
な
ど
を
見
よ
）
。
ま
た
、
プ
ロ
ク
ロ
ス

に
よ
れ
ば
、
　
「
，
有
と
か
、
ま
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
曇
る
も
の
を
超
え
る
第

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

一
の
原
因
が
、
有
る
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
」
（
O
。
ヨ
ヨ
。
℃
鍵
醤
寧

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

趨
も
O
）
。
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
…
タ
に
よ
れ
ば
、
愚
息
者
と

八
○

は
、
「
す
べ
て
の
も
の
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
存
在
の
根
底
、
し
か
も
そ
れ

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

自
ら
は
、
も
の
で
は
な
く
存
毒
す
る
も
の
で
は
な
い
」
（
匹
。
黛
く
・
零
ヨ
・

p
一
’
一
）
。

　
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
テ
イ
ン
解
繹
の
歴
史
を
み
る
と
、
こ
の
有
の
否
定

で
あ
る
コ
者
砿
を
、
有
の
否
定
と
し
て
掘
卜
す
る
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ

的
思
惟
に
と
っ
て
、
如
殉
に
困
難
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
ヘ
ー

ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
イ
ン
の
「
一
種
偏
と
は
、
純
粋
な
る
有
で
あ
る

（
全
集
十
五
釜
匹
七
頁
以
下
）
。
し
か
し
、
プ
ロ
テ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
有
は

思
惟
で
あ
り
、
思
惟
の
上
位
に
あ
る
一
旗
は
、
如
何
な
る
意
昧
か
ら
も
有

を
雲
級
す
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
紳
學
・
哲
學
に
も
．
、
紳
を
否
定
的
に
呼
ぼ
う
と
す
る
試

み
は
あ
る
（
こ
れ
は
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド

リ
ア
の
フ
イ
ロ
に
は
じ
ま
る
）
。
し
か
し
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
問
題
は
、

こ
の
絶
饗
者
の
否
定
的
な
蓑
現
が
佛
教
的
な
も
の
と
全
く
異
る
根
本
態
度

か
ら
由
面
す
る
と
い
う
難
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
否
定
紳
學
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
否
定
は
、
人
聞
に
封
ず
る
紳
の
繕
封
事
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。

絶
封
考
は
全
き
他
者
働
「
ぎ
葱
℃
さ
Q
魅
軌
§
で
あ
る
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の

紳
廃
者
オ
ッ
ト
…
や
ハ
イ
ラ
…
は
、
被
造
物
に
封
ず
る
「
全
き
他
者
」
で

あ
る
縄
封
者
の
否
定
的
表
現
に
、
東
西
紳
秘
思
想
の
共
通
黙
を
見
鵠
そ
う

と
し
た
が
、
こ
れ
は
正
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
（
閃
・
○
簿
9
0
霧
σ
競
曽
§

》
昌
傷
○
お
ぎ
鍵
ゆ
。
講
げ
蔚
自
剛
9
興
葺
p
傷
3
碁
艶
o
M
δ
梶
誤
回
8
δ
σ
Q
画
ρ
同
『

U
霧
O
o
露
鋸
鳥
篭
O
び
。
コ
く
。
一
【
腎
ぴ
。
鐸
ω
●
配
悼
塗
男
噂
・
麟
。
陣
一
〇
び
0
2

0
0
簿
霧
ぴ
。
σ
q
携
自
傷
興
鼠
》
、
ω
臥
犀
・
ぎ
”
窯
∬
導
2
ぎ
8
槻
葛
臨
。
謬
伝
圃
楚
○
＜
▼
3
讐

募
。
頃
韓
。
蔓
o
h
労
。
壽
δ
⇔
。
。
這
累
・
ψ
一
＄
や
）
。
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な
ぜ
な
ら
ば
、
プ
ロ
テ
イ
ン
か
ら
は
じ
ま
る
こ
の
有
の
否
定
と
は
、
否

定
紳
畢
の
な
か
で
も
特
殊
の
領
域
で
あ
る
。
無
は
、
膚
に
御
立
す
る
も
の

で
は
な
く
て
、
特
殊
な
も
の
を
普
灘
的
な
も
の
に
解
游
す
る
こ
と
に
あ
る
。

プ
ロ
テ
イ
ン
の
＝
巻
」
と
は
、
わ
れ
わ
れ
認
識
す
る
老
に
と
っ
て
規
定

で
き
な
い
も
の
一
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
腐
を
超
え
る
よ
う

に
見
え
る
、
本
嘗
は
膚
な
る
態
者
で
は
な
く
て
、
そ
れ
窪
身
い
か
な
る
意

味
に
お
い
て
も
膚
で
は
な
い
。
そ
し
て
．
す
べ
て
の
有
は
、
こ
の
コ
者
」

か
ら
流
れ
出
し
、
人
間
の
魂
は
、
紳
秘
的
合
一
に
よ
っ
て
こ
の
有
を
否
定

し
た
一
者
に
選
り
、
ま
た
、
立
物
の
有
が
こ
の
～
者
に
溌
元
す
る
の
を
助

け
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
　
「
無
」
は
．
有
に
封
罪
す
る
非
有
で
は
な
い
。
紳
は
、
膚
る
も
の

で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
非
麿
な
る
も
の
で
も
な
い
巳
訣
§
吋
含
。
騨

敷
罵
へ
暑
鳩
象
激
繋
触
§
警
輔
ミ
ぐ
流
玉
℃
（
飾
6
琴
畷
簿
．
臨
峯
。
剛
．
6
凸
）
Q

　
こ
の
ギ
リ
シ
ャ
的
で
も
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
数
的
で
も
な
い
、
極
め
て
非

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
思
出
層
は
、
果
し
て
イ
ン
ド
の
形
繰
上
學
、
と
く
に
佛
数

と
關
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
．
い
ま
か
ら
三
十
年
ほ
ど
前
、
エ

ジ
プ
ト
で
は
じ
め
て
マ
目
玉
の
更
始
壽
マ
ニ
の
全
著
作
の
パ
ピ
ル
ス
が
、

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
偶
然
登
見
さ
れ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
注

観
さ
れ
難
し
た
懸
　
題
の
領
域
で
あ
る
（
O
鍵
回
○
◎
簿
奪
嫁
⑬
裳
。
に
Q
O
臨
Q
q
劉

講
帥
5
彊
。
滞
嘉
麟
禽
窺
沁
鉱
畠
麟
凶
m
欝
暴
鋤
霧
》
㈹
畷
営
窪
．
舗
蹄
⇔
讃
唱
嘆
な
。
（
這
な
。
切
）
◎

エ
ジ
プ
ト
で
生
涯
の
大
牢
を
退
し
た
シ
．
｛
ミ
ッ
ト
は
、
そ
れ
以
離
に
数
多

く
の
グ
ノ
ー
シ
ス
の
原
典
を
襲
兇
し
て
い
る
）
。
謡
え
ば
、
グ
ノ
…
シ
ス

が
生
れ
た
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
な
ど
は
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
無
」

は
、
纂
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
紀
髭
後
二
世
紀
の
感
孚
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア

で
活
躍
し
た
バ
シ
リ
デ
ス
に
は
じ
ま
る
）
、
イ
ン
ド
と
の
交
渉
地
黙
と
し

て
、
精
帥
史
的
に
も
お
そ
ら
く
も
っ
と
重
要
な
位
鷹
を
占
め
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
的
に
の
み
解
羅
さ
れ
て
き
た

思
想
家
は
、
非
ヨ
…
ロ
ッ
パ
的
な
も
っ
と
他
の
星
野
に
よ
る
解
糧
を
許
す

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
方
憾
の
興
味
あ
る
論
文
と
し
て
は
響
諺
け

ご
3
⇔
伽
羅
　
困
⇔
蝕
。
。
o
妙
。
図
ぎ
鵠
聴
器
o
p
鶴
門
鳥
ぼ
》
・
億
ぽ
。
げ
甑
。
。
紐
。
げ
。
　
輔
鮒
①
o
ざ
α
Q
岡
。
》

》
び
ダ
9
》
搾
帥
伽
・
9
捲
謎
鱒
麟
。
い
郡
O
憎
簿
酔
¢
び
　
O
O
冴
目
窪
一
　
鐸
　
。
昏
O
凪
巴
秦
…
器
．

匿
野
お
総
が
あ
る
Q

　
プ
ロ
テ
イ
ン
に
薄
く
プ
ロ
ク
ロ
ス
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
。
ア
レ
オ
パ
ギ

ー
タ
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ス
コ
ー
ト
ウ
ス
・
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
な
ど
の
＝
達
の
特
殊

な
思
想
家
、
乃
至
瀬
野
思
想
家
に
つ
い
て
の
文
献
は
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
に
数

が
少
い
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
融
唱
學
・
哲
學
硝
究

の
盲
黙
と
も
需
え
よ
う
。
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
。
ア
レ
オ
パ
ギ
…
タ
に
つ
い

て
は
悔
一
九
〇
〇
年
に
出
た
獲
・
コ
ッ
ホ
の
「
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ

オ
パ
ギ
ー
タ
」
が
い
ま
な
お
唯
一
の
主
・
な
文
献
で
あ
る
。
原
器
ハ
そ
の
も
の

の
研
究
は
、
テ
リ
…
の
も
の
な
ど
い
く
つ
か
あ
る
。
鰹
み
に
、
ト
リ
ッ
チ

ュ
の
最
近
の
ド
イ
ツ
語
謬
は
、
P
G
の
課
と
い
う
も
の
の
、
原
典
の
か
げ

を
億
え
ぬ
ほ
ど
勝
手
氣
鰹
に
課
さ
れ
て
い
て
共
用
で
き
な
い
（
護
誘
留
魯
○

哩
ぴ
o
o
げ
臓
O
”
騨
δ
四
極
。
墨
縄
。
醸
⇔
雛
鳥
讐
膨
鵠
α
q
臨
肇
儀
費
鎖
貯
。
謎
。
・
郎
ぴ
費
，
。
・
●
く
。
獅

詫
●
哩
栂
認
簿
・
搭
ま
1
器
）
。
期
待
さ
れ
る
の
は
、
ケ
ル
ン
の
ト
ー
マ
ス
研

究
所
驕
係
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
て
い
る
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の
全

集
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
の
原
典
と
な
ら
べ
て
、
中
世
に
お
け
る
多
く
の

ラ
テ
ン
語
灘
を
印
捌
し
て
あ
る
。
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
の

「
無
し
の
概
念
や
そ
の
象
徴
に
賦
す
る
纒
つ
た
文
献
は
、
筆
者
の
知
る
か

マ
イ
ス
タ
…
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
非
キ
リ
ス
ト
教
的
鰹
…
耀
　
の
．
鰐
能
性

八
一
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哲
墨
毒
附
究
　
　
簸
州
四
百
六
ム
ー
七
號

ぎ
り
で
は
未
だ
な
い
。
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
の
形
而
上
職
掌
騰
の
も
っ
と
も
よ
い

描
爲
は
、
竃
●
○
署
噂
遜
蕊
曽
密
p
昌
G
。
8
陸
図
臨
σ
Q
簿
。
．
び
。
償
≦
ぎ
お
烏
。
な
。
で

あ
る
。
原
典
は
、
P
L
版
が
あ
る
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の
「
紳
秘
蔵
學
」
を
ラ
テ
ン
語
に
繹
し
た
エ
リ
ゥ
ゲ

ヘナ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
…
携
の
な
い
ほ
ど
大
膿
に
「
無
」
1
と
く
に

そ
の
象
徴
「
閥
」
「
砂
漠
」
「
奈
落
の
底
」
を
開
陳
し
た
。
も
と
も
と
急
難

に
由
來
す
る
こ
れ
ら
の
象
徴
の
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
に
よ
る
解
繹
は
、
ド
イ
ツ
語

の
墨
黒
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
そ
れ
と
殆
ど
完
全
に
一
致

す
る
。
「
大
地
は
荒
涼
と
し
て
空
し
く
」
（
創
世
詑
第
一
章
二
節
）
は
、
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
と
っ
て
は
、
紳
の
手
の
加
わ
っ
て
い
な
い
物
質
の
醜

さ
を
意
味
す
る
が
、
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
は
、
こ
こ
に
「
形
な
き
紳
重
な
る
底
の
底
」

一
森
羅
萬
象
の
生
れ
る
晶
出
の
根
源
を
見
る
（
瓢
。
無
く
●
囲
彰
r
綴
。
●
峯

ρ
ミ
な
ど
）
。
「
闇
」
と
は
、
こ
の
根
源
の
「
あ
り
と
し
あ
る
思
惟
を
超
越

し
た
高
み
」
で
あ
り
、
光
に
先
立
つ
は
じ
め
で
あ
る
（
岡
｛
一
回
綴
。
・
悼
“
）
。

誤
の
た
だ
よ
う
深
淵
と
は
、
「
無
限
に
し
て
、
不
可
解
な
奈
落
の
底
」
で
あ

る
（
封
書
罎
ρ
δ
）
。
こ
れ
ら
の
象
徴
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
「
無
」
の

思
惟
で
あ
り
、
齢
は
、
穂
髄
で
も
士
分
で
も
な
く
、
ま
た
類
で
も
形
で
も

な
い
が
、
何
よ
り
も
「
膚
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
岡
黛
捌
　
農
。
。
悼
Q
ゆ
）
。
「
紳

は
唐
物
を
無
よ
り
鶴
造
し
た
り
。
さ
れ
ど
、
こ
の
無
は
紳
そ
の
も
の
に
他

な
ら
ぬ
な
り
」
と
べ
…
メ
は
繰
返
し
濾
べ
て
い
る
が
（
◎
a
欝
器
撃
P
◎
。
。
）
、

こ
れ
は
既
に
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
の
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
飢
。
黛
く
．
壼
r

簿
旨
な
ど
）
。

マ
ル
チ
ィ
ン
・
グ
ラ
ー
プ
マ
ン
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
滞
在
し
た
十
三

八
二

盤
紀
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
奇
妙
な
状
態
を
克
明
に
描
き
出
し
た
。
こ
の
こ
ろ

勢
力
を
も
つ
て
い
た
ア
ラ
ビ
ア
入
の
哲
富
者
た
ち
は
、
い
つ
れ
も
新
プ
ラ

ト
ン
主
義
者
で
あ
り
、
プ
ロ
ク
ロ
ス
、
ま
た
そ
の
儀
壇
ミ
需
§
q
お
鞍
壷
ミ
へ
急

が
流
行
し
た
。
い
ま
ま
で
絵
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
重
要
な
新
プ
ラ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

派
の
書
物
に
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
紳
學
」
が
あ
る
。
ご
く

最
近
ま
で
、
ラ
テ
ン
語
志
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
し
く
望
見

さ
れ
た
原
典
に
は
、
明
か
に
「
無
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
　
「
こ
の

四
葉
は
自
ら
動
か
ず
、
さ
り
と
て
ま
た
休
む
こ
と
も
な
く
、
静
寂
も
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

き
も
超
ゆ
る
が
故
に
…
…
無
と
名
づ
け
ら
れ
た
り
」
。
ア
ル
フ
ァ
ラ
ピ
ー
の

傳
え
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
、
　
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
紳
學
」
は
無
よ
り

の
創
…
造
と
紳
の
本
質
の
教
え
が
同
一
な
の
を
鳴
き
、
し
た
が
っ
て
藤
の
本

質
と
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
麟
ら
れ
た
無
と
報
じ
で
あ
る
と
い
う
（
竃
？

鳥
鞍
。
毒
｝
◎
。
ε
象
総
ぎ
餅
。
鵠
◎
船
泊
穂
ρ
謀
●
閃
。
盈
一
二
。
。
の
な
か
の
瓢
・

》
。
毛
。
藻
9
ポ
．
吋
び
。
　
霞
⇔
効
瓢
酵
σ
q
亀
脚
×
　
窯
簸
鵠
。
…
跨
　
静
。
　
O
ン
琴
。
ぴ

切
p
騨
。
窮
博
》
鍵
鐵
0
9
訂
補
綴
。
び
器
≦
歪
銑
0
8
笠
曙
ワ
も
。
聯
◎
。
や
を
見
よ
）
。

　
こ
の
考
え
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
新
プ
ラ
ト
ン
思
想
と
の
奇
妙
な
結
合
で
あ

る
（
の
ち
の
カ
バ
ラ
の
項
を
見
よ
）
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
、
否
定
紳
學
を

デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
ー
タ
と
ユ
ダ
ヤ
の
融
秘
思
想
か
ら
受
け

つ
い
で
い
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
と
っ
て
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
な
ら
ぶ
擁
威
で
あ
る
。
憩
の
背
後
に
あ
る
紳
そ
の
も
の
と

い
う
考
え
は
、
既
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
に
あ
る
。
エ
ッ
ク
ハ

ル
ト
と
ユ
ダ
ヤ
の
宗
教
暫
學
と
の
關
係
を
扱
っ
た
も
の
に
は
、
魯
姻
。
。
『

竃
。
疹
鍵
国
鼻
び
簿
蒜
二
昌
α
黛
。
鞍
伽
凶
ω
畠
。
菊
。
鵠
σ
q
ぴ
塁
覧
凱
同
。
。
。
o
℃
猷
。
傷
霧

ン
蝕
簿
o
H
賦
8
器
。
噛
拶
び
山
霧
び
。
識
。
簿
縣
興
O
Q
o
凱
。
。
。
卿
8
げ
。
獅
　
O
o
二
・
o
騨
6
ぴ
民
紳
栴
貯
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ぐ
舞
霧
鰐
昌
織
。
。
o
び
。
麟
巳
一
二
ゆ
一
㊤
鱒
◎
◎
が
あ
る
q

四

　
エ
ッ
ク
ハ
ル
卦
の
「
無
」
の
推
測
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ

り
、
ま
た
い
ま
ま
で
捻
り
注
囲
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル

ト
の
周
蓬
か
ら
生
れ
た
三
位
一
髄
の
詩
O
謎
再
誕
。
・
ぎ
壱
貯
が
あ
り
、
こ

こ
に
は
紳
性
の
「
無
」
、
ま
た
そ
の
象
徴
で
あ
る
「
闘
」
、
「
奈
落
扁
、
「
砂

漠
」
な
ど
の
表
現
が
豊
寓
に
児
出
さ
れ
る
。
こ
の
詩
は
、
い
ま
ま
で
一
部

し
か
印
構
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
時
の
古
爲
本
は
銑
に
失
わ
れ
た
。

現
在
あ
る
の
は
、
圃
誇
。
・
．
2
μ
遷
び
。
薦
鳩
鄭
。
欝
黛
げ
簸
●
O
o
露
演
諺
嫡
8
『
1

諺
質
と
麟
急
結
賢
げ
の
窯
ぴ
お
ゆ
騨
①
＜
…
①
寄
で
あ
り
、
未
だ
登
表
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
ラ
テ
ン
藷
で
勲
蹴
か
れ
た
謹
製
艶
“
が
あ
り
、

最
近
出
版
さ
れ
た
（
鑑
・
螢
笥
桑
畠
O
廠
O
び
O
建
訂
陣
霧
譜
鰹
O
匿
O
罎
雛
◎
簗
弩

N
蝿
ヨ
O
茜
箒
鐸
鶯
。
凸
欝
鯨
幕
ぎ
瞬
麟
。
。
¢
剛
●
一
Φ
畠
既
に
羅
版
）
。
こ
の
油
魚
　
書
は
、

か
な
り
正
確
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
霜
風
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
　
～
方
に
は
、
ト
ー
マ
ス
が
あ
り
、
他
方
で
は
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・

ア
レ
オ
パ
ギ
ー
タ
…
ー
フ
…
ゴ
…
・
フ
ォ
ン
・
翫
・
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
…
i

ト
…
マ
ス
・
ガ
ル
ズ
、
ま
た
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
ー
マ
キ
シ
ム
ス
・
コ
ン
フ

ェ
ソ
ル
ー
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ス
コ
…
ト
ゥ
ス
・
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
の
系
統
が
あ

る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
い
わ
ゆ
る
「
無
」
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
う
え
に

興
味
が
あ
ろ
う
。
（
こ
の
詩
の
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
自
身

の
作
と
見
な
し
た
鍛
初
は
、
畷
・
麟
o
o
ダ
O
轟
回
崔
話
終
畜
噂
㎞
♂
℃
3
鱗
轟
露
営

錘
国
α
三
㈹
r
O
◎
轡
簿
㌣
O
碧
雲
§
切
ぼ
露
鞠
N
O
帥
欝
蕊
。
⇔
な
◎
で
あ
る
Q
作
ら
れ
た
聖

代
は
、
推
測
に
よ
れ
ば
一
三
〇
〇
年
頃
。
文
献
と
し
て
は
、
　
譲
G
二
丁
解

9
ぎ
紐
。
び
O
臨
禽
凱
。
・
蝕
o
O
＆
帥
昌
評
窪
謎
。
剛
蓉
ヨ
縫
凶
鉾
。
一
隻
3
隆
魯
窪

O
o
無
6
窯
．
8
げ
8
｝
o
σ
q
6
N
o
寡
。
㌶
．
切
霧
包
劇
（
一
窯
。
。
）
麟
．
Q
。
が
あ
る
）
。

　
さ
ら
に
、
「
閣
偏
と
か
「
砂
漠
」
と
か
「
奈
落
」
の
よ
う
な
否
定
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

象
徴
は
、
そ
れ
よ
り
蔽
、
メ
ヒ
ト
ヒ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の

「
紳
性
の
流
れ
る
光
」
に
莞
出
さ
れ
る
。
こ
の
象
徴
は
、
前
に
あ
げ
た
O
曹

彊
ざ
窮
の
著
書
の
な
か
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
女
流
紳
秘
思
想
家
の

テ
キ
ス
ト
は
、
モ
レ
ル
が
一
八
穴
九
年
ア
イ
ン
ジ
ー
デ
ル
ン
の
古
寓
本
1

一
顎
を
そ
の
ま
ま
印
偉
し
た
の
で
、
校
舎
本
で
は
な
い
　
（
℃
’
O
毘
罵
？

饗
岬
O
流
露
σ
球
団
錐
σ
q
傷
2
0
。
畠
箋
霧
け
窪
㌶
o
o
腎
賦
乾
く
。
洋
窯
効
α
q
曾
び
蚤
σ
Q

o
伽
韓
儀
薫
炉
窪
鵠
g
凱
○
に
。
一
嵩
儀
鷺
O
◎
嘗
ぽ
ざ
幣
£
窪
。
・
び
霞
σ
q
囲
。
。
＄
）
。
そ

の
ほ
か
多
く
の
流
窟
本
、
ま
た
ラ
テ
ン
語
版
、
そ
の
低
ア
レ
マ
ン
語
謬
な

ど
が
あ
り
、
こ
の
・
万
の
奪
門
家
冠
・
ノ
イ
マ
ン
に
よ
る
校
合
本
が
出
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
原
典
の
研
究
状
態
を
知
り
た
い
も
の
は
、
矯
鋤
器

笈
窪
欝
融
繹
秘
説
。
饗
裁
α
q
o
§
岬
塊
↓
o
蕎
σ
Q
窪
6
窯
。
驚
。
画
睡
眠
勇
ぽ
ゆ
Φ
灘
侮
。
議
長
9
磁

伽
鍵
O
o
紳
鯵
。
搾
、
層
¢
⇔
傷
N
震
門
。
ぴ
窪
薦
0
8
臨
。
げ
8
　
㌶
g
｝
三
品
勢
　
く
。
昌

窯
謎
創
魯
霞
σ
q
’
窯
霧
鐸
陣
6
誉
。
三
蓋
｝
犀
●
伽
．
熱
望
餓
ぎ
O
α
昆
⇔
σ
q
窪
．
説
艶
。
㌘

瀞
醇
唇
墜
・
お
臆
窯
騰
嘆
匂
。
を
党
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
幻
影
に
屡
々
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
姿
を
見
て
問
警
を
ま
じ
え
る
ハ
イ
ン
リ

ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ッ
ヒ
・
ゾ
イ
ゼ
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
破
門
さ
れ
た
の
も
意
と
せ
ず
、
そ

の
大
魔
な
思
想
に
共
鳴
し
、
　
「
無
偏
の
思
辮
に
溺
れ
た
。
こ
れ
を
如
賢
に

示
す
の
は
、
ゾ
イ
ゼ
の
「
生
涯
」
ヴ
ィ
ー
タ
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
こ
れ

は
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ウ
ラ
の
藤
の
存
在
の
讃
歌
を
ド
イ
ツ
語
に
窮
す
つ
も
り

で
あ
っ
た
の
が
、
結
局
憩
の
無
と
い
う
正
反
封
の
考
え
に
終
っ
て
い
る
。

ゾ
イ
ゼ
に
お
い
て
、
「
無
」
、
ま
た
そ
の
象
徴
の
繰
返
さ
れ
る
の
は
、
あ
る

マ
イ
ス
タ
ー
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
非
キ
リ
ス
ト
新
紡
的
解
羅
の
．
可
能
解
…

八
三
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誓
鍵
・
研
獅
ハ
　
餓
酬
四
喜
六
十
七
櫛
踊

特
定
の
篇
慮
　
　
時
期
的
に
も
と
く
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
關
係
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
筒
薩
の
み
で
あ
る
（
ヴ
ィ
！
タ
の
絡
り
に
謳
い
章
、
眞
理

の
書
、
書
簿
一
二
及
び
二
五
）
。
こ
の
「
無
扁
の
思
緋
の
内
容
に
つ
い
て

の
研
究
は
、
筆
嚢
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
今
田
ま
で
な
い
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

と
と
く
に
欄
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
　
「
無
」
の
解
羅
で
極
め
て
重
要
な

ヴ
ィ
ー
タ
は
、
一
八
八
二
禦
以
來
そ
の
翼
総
が
論
議
さ
れ
て
い
て
、
今
田

も
な
お
傍
近
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
の
郷
土
史
に
精
癒
し
て
い
て
、
こ

の
方
葱
か
ら
も
ヴ
ィ
ー
タ
の
眞
正
を
謹
明
し
よ
う
と
し
た
グ
レ
…
バ
ー
な

ど
、
眞
正
を
主
張
す
る
も
の
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
學
考
が
多
い
。
グ
レ

ー
バ
ー
自
穿
．
ヴ
ィ
…
タ
が
ゾ
イ
ゼ
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
が
（
凶
八
二
頁
）
、
第
三
者
の
手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
い

る
（
～
七
七
頁
以
下
Q
O
o
爪
跡
鳥
Q
＆
ぴ
。
び
ゆ
窪
篶
憲
酬
坤
ぎ
触
瓢
○
貯
識
蝕

Qり

ﾌ
蕊
。
．
雛
置
○
＄
o
賦
凸
ぼ
。
騎
。
ぎ
窪
轡
。
げ
⇔
蕊
・
ゆ
δ
綴
跨
鰐
紳
。
疑
ヨ
薦
　
蟷
譜
繕

騨
。
欝
軍
需
。
・
臨
瓢
窪
タ
げ
鋳
Q
ら
響
⇔
野
瓢
義
解
じ
欝
撃
羅
鷺
）
。
ヴ
ィ
…
タ
の
興

爾
の
隠
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
職
後
遍
乱
…
霧
辱
Q
“
甥
壌
配
電
感
受
α
q
夢
土
壌
》
麟
餐
苧

臨強

B
醐
欝
跨
く
。
鵠
O
a
⇔
鋸
O
船
ぐ
搾
紗
馬
鐸
韓
瓢
郷
鑓
拶
鐸
欝
厚
層
♂
濁
畷
総
騨
羽
袖
仙
獣
潟
蓉
齢

貯
恥
表
書
の
搾
鳥
詣
罵
翻
8
圃
鉱
唖
認
曾
自
認
σ
q
や
く
◎
右
回
麟
Q
無
ピ
酬
。
嬢
の
欝
一
韻
な
圃
瀞

撫
瀦
が
あ
る
。
工
み
に
、
ゾ
イ
ゼ
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
ま
な
お
陵
駕

で
き
る
唯
一
の
も
の
は
、
鍔
．
難
鐵
訟
3
、
豊
版
（
一
九
〇
七
年
）
で
あ
る
。

今
職
、
殆
ど
入
手
の
．
可
能
性
は
な
い
。

　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ヨ
ハ
ネ
ス
・
タ
ウ
ラ
…
に
つ
い
て
は
、
事
情
は
　
暦
複
雑
で
あ
る
。
タ

ウ
ラ
ー
は
、
　
一
般
に
實
践
的
・
倫
理
的
な
紳
秘
思
想
家
で
あ
る
と
思
わ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ラ
フ
権
エ
ゲ
ベ
ル
ト
「
中
世
末
期
か
ら
近

漫
は
じ
め
へ
か
け
て
の
ド
イ
ツ
紳
秘
思
想
」
の
申
の
タ
ウ
ラ
ー
の
章
を
発

八
四

よ
。
し
か
し
、
筆
者
の
見
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
は
タ
ウ
ラ
ー
の
一
翼
を
餓
え

る
に
す
ぎ
な
い
。
と
く
に
「
無
」
に
…
兆
し
て
の
高
覧
的
性
格
が
強
い
。
た

と
え
ば
、
そ
の
紳
の
深
淵
の
二
郷
は
、
ベ
ー
メ
の
深
奥
で
朦
の
な
い
紳
の

描
霧
を
凌
ぐ
と
思
わ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
門
た
と
え
千
里
あ
ゆ
も
う
と
も
、
こ
の
奈
落
の
底
に
達
す
る
こ
と
は
出

來
な
い
g
こ
の
深
淵
に
ひ
ろ
が
る
慶
さ
は
、
瀞
と
し
て
、
姿
も
な
け
れ
ば

形
も
な
く
影
も
な
い
。
こ
こ
と
い
う
こ
と
も
な
げ
れ
ば
、
そ
こ
と
い
う
こ

と
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
底
な
く
自
ら
た
だ
よ
う
底
な
き
深
淵

な
の
だ
。
水
は
押
し
て
は
か
え
し
、
奈
落
の
底
へ
吸
い
込
ま
れ
跡
形
も
な

く
干
上
る
と
み
れ
ば
、
忽
ち
ま
た
盗
れ
出
し
、
森
羅
萬
象
は
そ
の
な
か
に

誉
み
込
ま
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
天
に
紳
が
ま
し
ま
す
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
萬
物
の
な
か
に
榊
が
い
ま
す
の
で
も
な
い
。
紳
の
座
は
、
こ
の
深
淵

の
中
に
あ
る
…
　
こ
の
奈
落
の
底
に
は
、
こ
の
世
の
光
も
と
ど
か

ず
、
照
ら
す
こ
と
も
出
來
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
轟
は
こ
こ
に
ま
し
ま
し
、

神
の
座
は
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。
こ
の
深
淵
を
き
わ
め
る
こ
と
も
、
ま
た
臆

す
こ
と
も
披
蓬
物
に
は
繊
來
な
い
。
た
だ
瀞
の
み
こ
れ
を
翻
す
こ
と
が
熱

病
る
。
こ
の
深
淵
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
、
た
だ
憩
の
深
淵
の
み
。
奈
落

の
底
は
、
奈
落
の
底
を
呼
ぶ
」
（
フ
エ
ッ
タ
ー
版
、
節
黒
一
調
）
。

　
も
と
も
と
、
實
践
的
・
倫
理
的
紳
秘
思
想
家
と
し
て
の
タ
ウ
ラ
ー
の
評

償
は
、
十
五
・
十
穴
世
紀
の
誤
っ
た
見
方
に
も
と
づ
い
て
い
て
、
い
か
に

タ
ウ
ラ
…
の
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
か
を
示
し
て
い
る
。
タ
ウ
ラ
ー
の
研

究
書
は
、
一
九
三
九
露
の
づ
♂
纂
N
騨
勘
翼
園
σ
q
㈹
。
げ
。
き
蟹
腎
㌔
タ
♂
G
a
霞
感
§

N
鵬
門
　
囲
み
ぴ
O
路
識
鉱
蝿
0
　
8
玉
藍
一
〇
鑓
’
　
〉
．
σ
劉
　
ハ
罪
　
型
彗
の
環
露
p
含
6
圏
お
ロ
　
》
圃
窮
鐸
　
9

ノ
濃
鉾
洞
霧
ρ
慣
匿
。
占
…
る
・
磐
韻
M
●
窯
さ
額
を
最
後
と
し
て
、
筆
者
の
冤
る
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か
ぎ
り
一
つ
も
出
て
い
な
い
。

　
タ
ウ
ラ
ー
は
、
弱
震
な
僧
儀
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ

ク
、
敬
震
主
義
者
に
根
強
く
簾
汎
な
影
響
を
輿
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
古

寓
本
、
ま
た
印
構
さ
れ
た
流
布
本
の
種
類
も
、
極
め
て
数
が
多
い
。
し
た

が
っ
て
、
タ
ウ
ラ
ー
の
「
無
」
に
開
す
る
思
緋
も
か
な
り
蟹
く
流
謝
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
技
肉
な
こ
と
に
は
、
例
え
ば
タ
ウ
ラ
ー
の
名
の

も
と
に
収
め
ら
れ
た
一
五
二
～
年
の
バ
…
ゼ
ル
本
に
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

の
も
の
が
い
く
つ
か
入
っ
て
い
て
、
そ
の
大
魔
な
思
辮
は
敬
慶
な
キ
リ
ス

ト
の
弟
予
の
書
と
い
う
衣
を
か
ぶ
り
な
が
ら
、
の
ち
の
融
秘
思
想
家
（
ヴ

ァ
イ
ゲ
ル
．
チ
ェ
プ
コ
ー
・
な
ど
）
に
、
キ
リ
ス
ト
数
の
信
仰
と
は
縁
も
ゆ

か
り
も
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
ヒ
d
認
鉱
興
嗜
p
露
O
a
歪
鼻
囲
U
卜
3
轡

8
野
的
O
O
く
餌
一
噛
O
c
。
魯
）
。
　
タ
ウ
ラ
…
の
研
究
は
、
ま
だ
殆
ど
手
を
つ
け
ら

れ
て
い
な
い
も
予
診
な
の
だ
。
傳
わ
っ
て
い
る
タ
ウ
ラ
…
の
古
黒
本
の
量

も
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
も
の
よ
り
遙
か
に
勝
大
で
複
難
で
あ
る
。
い
つ
、
原

典
の
校
合
本
が
で
る
か
、
少
し
も
発
遽
し
が
た
っ
て
い
な
い
。
7
．
一
ッ
タ

ー
の
テ
キ
ス
ト
は
、
唯
一
で
あ
る
が
不
完
全
で
あ
る
（
O
謬
　
聯
亭
々
側
室

唖
勲
乱
⑦
話
曹
刻
印
ぴ
窺
9
く
。
づ
団
●
＜
o
霧
。
さ
δ
同
O
）
。
タ
ウ
ラ
…
の
文
献
畢
的
な

勢
作
と
し
て
は
、
り
：
フ
テ
ィ
ン
ク
が
一
九
三
穴
隼
に
叢
衰
し
た
も
の
が

あ
る
の
み
で
あ
る
（
O
●
野
ピ
δ
隷
9
ぎ
O
o
護
麓
傷
。
ぎ
a
鍵
㌶
添
勢
経
⇔

弱
騎
。
亀
。
学
類
掌
Ω
降
酵
。
ぽ
凱
津
。
き
O
壇
。
蝕
鵠
㈹
o
溢
・
岡
鴇
①
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
勝
義
思
想
の
研
究
が
沈
塾
し
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
反
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
こ
こ
十
数
理
來
、
オ
ラ
ン
ダ
発
議
思
想
の

分
野
が
す
ば
ら
し
く
腿
拓
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
も

っ
と
も
一
般
的
な
人
氣
の
あ
る
瀞
秘
思
想
家
の
一
人
、
メ
ヒ
ト
ヒ
ル
ト
・

フ
ォ
ン
・
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
原
典
の
決
定
版
が
ま
だ
ド
イ
ツ
で
は
出
な
い

の
に
封
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
同
じ
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
の
女
性
守
秘

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ト
　
　
へ
　
　
も

思
想
家
ハ
デ
ウ
ィ
ッ
ヒ
の
全
集
が
完
結
し
た
（
琵
p
。
畠
。
≦
戯
。
剛
ご
く
猷
。
灘
。
掛

δ
認
＼
漂
…
憩
3
℃
江
8
ぎ
O
o
鼠
。
腎
2
ご
箏
日
課
。
。
贈
穿
♂
く
身
ご
翠

一
逡
ご
竃
窪
σ
Q
鉱
無
。
簿
韓
お
購
乎
町
。
。
σ
蔓
・
く
g
曾
く
．
呉
羅
圃
◎
’
》
糞
壽
。
砦
。
⇔
）
。

オ
ラ
ン
ダ
紳
秘
思
想
の
罫
引
き
、
乃
至
は
集
大
威
と
も
い
う
べ
き
も
の

は
、
ω
再
・
》
因
9
門
♂
O
O
ω
6
窯
O
伽
⑳
雛
凶
漸
く
鶴
路
鳥
O
く
冠
O
O
ヨ
げ
O
二
二
傷
⑰
累
Φ
偶
◎
7

ご
昌
餌
窪
‘
岡
庸
O
o
護
8
讐
冨
凶
侮
酔
。
け
吋
§
侮
ぎ
こ
窓
吋
雛
O
O
’
綴
．
σ
o
o
窪
≦

＜
講
降
圃
〆
蓬
頓
び
戦
◎
O
ρ
鹸
．
O
O
語
O
伽
窪
鵠
O
庫
。
く
O
凱
O
欝
Q
Q
O
l
争
い
O
り
諺
無
毒
O
マ

℃
窪
一
潔
O
…
一
8
①
・
で
あ
り
、
秀
逸
で
あ
る
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
轡
末
に

あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
　
一
六
〇
頁
を
越
す
文
献
麗
鋒
を
誉
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ

融
秘
忠
想
の
研
究
が
、
翻
イ
ツ
の
も
の
に
く
ら
べ
て
如
何
に
進
ん
で
い
る

か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ほ
ど
規
模
の
大
き
な
文
献
は
、
ド
イ
ツ
紳

秘
思
想
に
つ
い
て
は
ま
だ
な
い
。
ま
た
、
ア
ク
ス
タ
…
ス
の
著
作
に
は
、

腰
々
ド
イ
ツ
紳
秘
思
想
の
耕
究
欝
に
晃
ら
れ
る
よ
う
な
パ
ト
ス
、
情
熱
、

照ハ

T
の
よ
う
な
も
の
が
な
く
、
封
象
に
向
っ
て
あ
く
ま
で
冷
静
、
即
物
的
で

あ
る
。
こ
の
態
度
は
、
齢
眉
秘
思
想
の
研
究
に
と
っ
て
大
切
で
あ
ろ
う
。
（
例

え
ば
、
こ
の
ア
ク
ス
タ
ー
ス
の
著
作
と
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ヴ
エ

ン
ツ
ラ
フ
属
望
ゲ
ベ
ル
ト
の
O
①
需
窃
。
賦
。
窯
器
鉱
犀
N
鼠
8
甥
。
昌
竃
幹
荒
野
8
裡

銭
託
露
窪
N
O
劉
お
＄
を
比
較
さ
れ
た
し
）
。

　
オ
ラ
ン
ダ
の
紳
秘
思
想
家
の
原
典
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
校
合
本
が
出
て

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ト

い
る
。
ル
ユ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
全
集
も
．
薪
し
く
ル
ユ
…
ス
ブ
ル
ク
長
喜
か

ら
繊
版
さ
れ
た
　
（
壌
2
，
ぼ
葛
熱
傷
鍵
G
自
門
翼
鐘
鼠
冨
昌
勢
。
ξ
聾
く
呂

⇔
ε
窪
Φ
捧
傷
舞
野
掛
円
齪
●
〈
o
影
五
壇
饗
傷
蕊
驚
8
？
O
o
零
浮
6
ぴ
帥
跨
》
黛
毒
。
愚
。
麺

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
非
キ
リ
ス
ト
教
的
解
懸
の
可
能
性

八
五
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折
口
學
研
究
　
　
第
四
蕎
穴
・
†
七
號

δ
漁
志
。
。
●
継
じ
＃
曹
曹
）
。
ま
た
、
今
蓬
、
部
分
的
に
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
閃
。
餌
。
＜
o
轟
蒙
富
薗
。
一
霞
O
『
齢
急
。
誘
（
圓
W
鶴
農
び
伽
O
門
騨
画
凶
路
浸
O
）
も
ハ
ー
グ
の

古
爲
本
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
（
回
．
㌶
・
煮
切
2
ヨ
…
0
7
も
a
O
騨
熱
㍗
⇔
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
エ
　
　
も
　
　
へ

綴
⇔
e
6
瓢
。
憎
嫁
ぎ
叫
窓
藁
辞
義
幽
。
潟
お
禽
）
。
ま
た
、
「
シ
オ
ン
の
娘
」
の
オ
ラ

ン
ダ
版
も
出
た
　
（
一
獣
斜
　
く
働
郎
“
碕
　
雛
◎
忽
嵩
。
埋
。
＜
鍵
◇
口
聾
心
》
δ
轟
・
構
戯
傷
・
。
6
げ
響

く
◎
勲
窯
。
山
〇
二
釜
鉱
器
8
欝
粋
7
0
鋒
暦
。
欝
○
鋳
慈
ρ
傷
。
①
刈
（
お
＄
）
）
。
そ
の
ほ

か
、
オ
ラ
ン
ダ
紳
秘
思
想
家
の
テ
キ
ス
ト
を
譲
み
た
い
と
思
う
も
の
は
、
次

の
も
の
を
冤
よ
。
轟
。
貯
｝
疑
の
諺
℃
寓
器
艸
ざ
押
響
σ
＜
団
嚢
●
顛
簿
瓢
⑳
瓢
三
池
黛
雛
6
7
0

罵
》
森
δ
匿
ワ
、
o
鑓
辱
》
漂
／
♂
δ
蔵
。
第
雛
恥
晒
。

　
べ
ー
メ
の
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
が
常
に
紳
秘
思
想
に
胸
を
開
い
て
い
た
よ

う
に
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
時
代
に
と
っ
て
も
オ
ラ
ン
ダ
の
役
割
は
璽
要
で

あ
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
紳
秘
思
想
家
の
仲
聞
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
異
端
的
な
思
辮
が
攻
撃
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　

へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
る
の
は
、
そ
の
蜜
蝋
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
レ
ー
ヴ
ェ

ヘ

ン
に
と
っ
て
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
「
ア
ン
チ
・
ク
リ
ス
ト
」
で
あ
っ
た

（
こ
の
紳
…
秘
思
想
家
に
つ
い
て
は
、
薙
Q
陸
●
田
舞
。
轟
矯
冨
画
く
碧
リ
ピ
。
Φ
轟
護
0
9

図
窪
ご
⇒
ざ
。
雪
げ
N
ぼ
q
q
急
一
骨
嵩
タ
♂
鋳
窪
・
》
黙
賊
難
℃
o
影
一
鎗
匂
◎
が
あ
る
。

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
周
邊
に
厩
す
る
ゲ
…
ス
ド
ン
ク
の
論
集
は
、
残
念
な
が

ら
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
ス
タ
…
ス
前
掲

書
第
二
轡
一
七
八
頁
以
下
を
見
よ
）
。

　
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
評
債
を
調
べ
て
、
エ
ッ
ク
ハ
ル

ト
像
を
明
か
に
す
る
の
は
、
函
難
で
は
あ
る
が
穰
礁
あ
る
仕
事
と
思
う
。

こ
の
方
面
の
研
究
と
し
て
は
、
一
九
五
四
年
に
潟
た
リ
ユ
ッ
カ
；
の
も
の

が
あ
る
（
慧
．
｝
　
じ
郎
。
障
⇔
び
驚
魚
段
興
国
忍
び
鋤
嵩
彊
昌
傷
象
o
O
O
〈
o
臨
。

八
六

讐
。
儀
。
ヨ
即
ぴ
。
嬢
窪
●
お
ゆ
O
）
。
ル
ユ
ー
ス
ブ
ル
ク
自
脅
も
、
エ
ッ
ク
ハ
ル

ト
の
も
の
と
思
わ
れ
る
古
法
本
を
知
っ
て
い
て
　
（
謬
難
2
　
騨
窪
ゆ
ぎ
箒

GQ
T
鶴
欝
謀
び
M
・
α
q
鍵
ヨ
・
○
◎
。
鶏
Q
器
タ
鉾
）
、
そ
れ
を
異
端
と
し
て
攻
撃
し
て
い

る
（
全
集
第
四
倦
四
二
頁
以
下
）
。
し
か
し
、
ル
ユ
ー
ス
ブ
ル
ク
自
身
、
結

局
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
岡
じ
よ
う
な
思
辮
を
繰
返
し
て
い
る
。
鷹
黒
の
深
淵

は
、
人
格
榊
を
超
え
た
榊
性
で
あ
り
、
三
位
一
真
の
「
王
座
」
で
あ
る
と

臨
時
に
「
這
い
」
で
あ
る
が
、
ま
た
萬
物
の
還
っ
て
ゆ
く
絡
末
で
も
あ
る

（
全
集
第
一
巷
五
七
頁
）
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
影
響
は
、
こ
の
紳
秘
思
想
家
の
死
後
百
年
後
、
ニ
コ

ヘ
　
　
ギ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ラ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ク
ザ
…
ヌ
ス
に
明
確
に
現
わ
れ
て
い
る
（
O
o
傷
．
碧
）
。

し
か
し
、
こ
れ
を
鍛
後
と
し
て
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
生
涯
や
ま
た
数
え
に

つ
い
て
正
確
な
こ
と
は
、
長
い
間
な
に
　
っ
卜
え
ら
れ
て
い
な
い
。
漆
工

フ
・
コ
ッ
ホ
が
悔
そ
の
「
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
精
榊
に
も
と
つ
く
縢
つ
の
読

教
」
の
な
か
で
識
明
し
た
よ
う
に
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
齢
秘
思
想
は
、
内

容
的
に
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
殆
ど
影
響
を
爽
え
て
い
な
い
（
触
困
Q
o
ダ
く
凶
窪

㌘
鼠
圃
酔
言
陣
巳
O
①
謬
。
綴
。
犀
び
舞
舞
ω
乾
盃
添
¢
q
鞠
・
び
費
誇
げ
押
儀
・
澱
。
嬢
血
ダ

》
劉
伽
・
薯
認
・
噂
露
｛
o
。
・
・
占
瞬
。
・
聲
駁
炉
一
繊
紹
）
。
し
か
し
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、

佛
教
と
の
封
比
を
許
す
と
思
わ
れ
る
興
味
あ
る
紳
秘
思
想
家
で
あ
る
。
と

く
に
、
そ
の
Z
o
学
≧
ぞ
窪
の
概
念
は
、
興
味
深
い
。

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
お

　
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
に
は
、
ま
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
影
響

が
現
わ
れ
て
い
る
。
傍
え
ば
、
　
ハ
レ
の
古
玉
本
け
野
爪
二
一
六
九
「
心
の

興
の
貧
し
さ
、
あ
る
ひ
は
諦
め
た
る
諦
観
」
の
第
三
章
を
見
よ
。
バ
ー
ゼ

ル
の
タ
ウ
ラ
ー
版
一
五
二
一
隼
達
・
三
〇
七
一
三
〇
八
が
、
繰
返
し
こ
こ

に
逮
べ
ら
れ
て
い
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
と
の
旧
事
を
扱
つ
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た
唯
一
の
も
の
は
、
ぞ
く
・
N
o
琴
ぴ
竃
。
蜂
顕
函
鼻
ぴ
9
警
露
昌
ゆ
く
毘
。
摸
ぎ

毒
①
粛
o
r
N
o
謎
。
町
9
h
際
搾
9
0
誉
σ
q
霧
。
露
魯
8
お
し
。
。
。
で
あ
る
。
最
近
、
ポ

イ
ケ
ル
ト
に
よ
っ
て
全
集
が
企
て
ら
れ
て
い
る
が
（
全
八
轡
フ
ロ
マ
ン
出

版
瀧
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
）
、
難
航
し
て
い
る
ら
し
い
。
ヨ
…
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
「
無
偏
の
傳
統
で
は
、
ヤ
コ
ブ
・
べ
ー
メ
は
璽
要
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
れ
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
は
直
接
關
係
が
な
い
。
し
か
し
、
ダ
ニ
エ
ル
・

ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ

チ
ェ
プ
コ
に
は
、
ま
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
影
響
が
現
わ
れ
て
い
る
。
テ
キ

ス
ト
と
し
て
は
、
ミ
ル
ヒ
版
が
秀
逸
で
あ
る
（
O
陣
鉱
鉱
♂
δ
⇔
O
器
讐
P

O
鉱
ω
無
駄
o
Q
Q
o
ξ
鄭
①
艶
瓢
窮
σ
q
’
く
。
灘
芝
●
窯
蔚
鐸
δ
Q
。
O
）
。
チ
ェ
プ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
つ
い
て
の
文
献
は
殆
ど
な
い
。
ア
ン
デ
ル
ス
・
シ
レ
ジ
ウ
ス
（
ヨ
ハ
ネ

ス
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
）
は
、
こ
こ
に
到
る
ま
で
の
紳
秘
思
想
の
集
約
で
あ

る
。
ヘ
ル
ト
に
よ
る
全
集
が
、
職
後
胤
　
し
く
ま
た
出
版
さ
れ
た
（
凝
轟
鉱
霧

も白

柏
ｨ
ご
3
G
Q
似
ヨ
黛
畠
○
℃
◎
o
騨
6
｝
δ
タ
げ
芽
の
●
麟
凝
α
q
．
く
。
撮
謡
‘
岡
｝
瓢
①
罷
．
儲
。

ζづ

掾
B
・
お
念
一
一
ゆ
総
）
。
ヨ
ハ
ネ
ス
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
は
ド
ク
タ
ー
論
文
の
愉

好
な
テ
…
マ
と
み
え
て
、
論
文
が
多
い
。

五

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
無
」
の
思
緋
は
、
こ
の
よ
う
に
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
を

う
け
つ
ぐ
ド
イ
ツ
若
久
思
想
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ベ
て
蓬
か
に
自
由
奔
放
な
「
無
」
の
思
辮
は
、
カ
バ
ラ
の
申
に
あ
る
。
カ

バ
ラ
は
、
お
そ
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
以
降
に
お
け
る
「
無
」
の
最
大
の

源
果
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
ユ
ダ
ヤ
の
瀞
秘
思
想
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
よ
う
な
教
権
と
は
縁
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
カ
バ
ラ
が
、
べ
…
メ

な
ど
の
「
無
」
に
影
響
を
輿
え
て
い
る
こ
と
は
謹
明
で
き
る
が
、
エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
、
ゾ
イ
ゼ
、
タ
ウ
ラ
ー
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
紳
秘
思
想
と
の

蘭
係
は
明
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
蔚
に
述
べ
た
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

紳
學
」
の
よ
う
な
無
の
思
辮
は
、
も
と
も
と
ユ
ダ
ヤ
紳
秘
恩
想
と
新
プ
ラ

ト
ン
主
義
と
の
綜
合
で
あ
る
カ
バ
ラ
の
考
え
方
な
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
紳

秘
思
想
の
「
無
」
を
み
る
の
に
は
、
カ
バ
ラ
を
知
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
る
の
で
、
カ
バ
ラ
の
「
無
」
に
つ
い
て
、
簡
軍
に
示
唆
し
て
お
き
た
い

　
へ
　
　
　
む

と
慰
う

　
カ
バ
ラ
の
「
無
」
は
、
ユ
ダ
ヤ
宗
教
哲
學
の
「
無
よ
り
の
創
造
」
の
考

え
か
ら
薮
擁
し
て
き
た
。
紳
は
、
萬
物
を
無
か
ら
創
造
し
た
。
瀞
が
己
れ

よ
り
他
の
も
の
を
使
っ
て
創
造
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、

す
べ
て
は
紳
の
窃
己
粥
展
で
あ
る
。
故
に
、
紳
は
無
よ
り
翻
蓬
す
る
無
で

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
ゾ
ハ
ー
ル
の
書
の
「
小
さ
き
堂
」
建
議
’
二
八
八
a
l
b
で
は
、

隠
れ
た
る
叡
知
、
は
じ
め
の
は
じ
め
、
聖
な
る
老
入
は
、
「
無
」
と
名
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

ら
れ
て
い
る
。
初
期
の
カ
バ
リ
ス
ト
、
ヘ
ロ
ー
ナ
の
ア
ス
リ
エ
ル
の
「
無
」

を
め
ぐ
る
論
議
は
、
あ
た
か
も
大
乗
佛
教
の
論
理
を
思
わ
せ
る
。
ア
ス
リ

エ
ル
が
、
＝
一
三
〇
年
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
鐸
せ
ば
、

　
「
紳
と
は
何
ぞ
、
と
問
は
る
る
な
ら
ば
、
答
ふ
べ
し
。
い
か
な
る
と
き

と
難
も
、
敏
く
る
こ
と
な
き
も
の
、
と
。
紳
の
ほ
か
に
何
ぞ
あ
る
や
、
と

問
は
る
る
な
ら
ば
、
答
ふ
べ
し
。
騨
の
ほ
か
に
は
何
も
の
も
な
し
、
と
。

さ
れ
ば
、
紳
は
い
か
に
し
て
無
よ
り
有
を
生
ぜ
し
め
し
や
、
無
と
肩
と
の

あ
ひ
だ
に
は
無
隈
の
踵
離
あ
る
に
、
と
闘
は
る
る
な
ら
ば
、
答
ふ
べ
し
。

有
は
無
の
ご
と
く
無
の
中
に
あ
り
、
無
は
有
の
ご
と
く
有
の
中
に
あ
れ

ば
、
無
よ
り
肩
を
生
ぜ
し
も
の
は
、
何
も
の
も
敏
く
る
こ
と
な
し
、
と
。

疑
ひ
を
遠
く
も
の
は
、
創
造
の
書
を
見
る
べ
し
。
曰
く
。
紳
は
、
己
れ
の

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
非
キ
リ
ス
｝
教
的
解
繹
の
可
能
性

八
七
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哲
學
研
究
　
　
第
四
｝
臼
六
十
七
號

無
を
己
れ
の
有
と
し
た
り
、
と
。
紳
は
無
よ
り
蒋
を
薫
り
し
、
と
雷
ふ
に

非
ず
。
か
く
て
、
無
は
有
な
り
、
膚
は
無
な
る
こ
と
、
明
か
な
ら
ん
。
さ

て
、
無
は
、
ま
た
「
罐
ひ
手
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ど
、
膚
の
つ

な
が
る
捻
ひ
手
、
そ
こ
に
て
無
よ
り
有
の
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
は
、
「
信
仰
し

と
も
名
づ
け
ら
る
。
そ
の
理
由
い
か
ん
と
書
へ
ば
，
僑
仰
は
翻
に
見
え
手

に
と
り
得
る
有
に
か
か
は
ら
ず
、
ま
た
翼
に
見
え
ず
手
に
と
り
得
ざ
る
無

に
か
か
は
る
に
も
あ
ら
ず
、
賢
に
、
無
と
虜
と
の
合
す
る
と
こ
ろ
に
か
か

は
れ
ば
な
り
。
有
は
、
無
よ
り
の
み
生
ず
る
に
非
ず
し
て
、
有
と
無
は
、

と
も
ど
も
「
無
よ
り
有
」
と
書
は
る
る
と
き
の
状
態
を
照
ら
し
出
す
な
り
。

有
は
、
無
の
ほ
か
の
な
に
も
の
に
も
非
ず
。
す
べ
て
は
、
繕
封
な
る
不
鄭

不
離
の
翠
純
な
る
一
撃
に
駁
劔
さ
れ
た
り
。
さ
れ
ば
こ
そ
．
い
ま
し
め
て

蔭
く
、
思
置
に
繋
る
る
こ
と
中
れ
、
と
（
劉
O
O
r
七
・
　
一
穴
）
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
ま
こ
と
に
わ
れ
ら
の
か
よ
わ
き
有
隈
な
る
知
は
、
無
限
な
る
も
の
と

一
膿
を
な
す
か
の
究
め
ら
れ
ざ
る
も
の
の
完
全
さ
を
、
把
へ
ら
れ
ざ
れ
ば

な
り
」

　
ド
イ
ツ
騨
秘
思
想
家
と
全
く
睡
じ
よ
う
に
、
ヘ
ロ
…
ナ
の
ア
ス
ー
－
・
エ
ル

は
、
「
純
梓
な
る
無
の
只
中
に
ま
で
達
す
る
、
無
隈
に
し
て
涯
な
く
、
き

は
め
ら
れ
ざ
る
奈
落
の
底
」
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
無
の
象
微
は
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

リ
ス
ト
数
徒
で
も
つ
と
も
偉
大
な
カ
バ
ラ
儒
奉
者
ピ
コ
・
デ
ラ
・
ミ
ラ
ン

ヘ
　
　
　
ヘ

ド
ラ
で
も
繰
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
カ
バ
ラ
の
テ
…
ゼ
偏
に
は
、
　
「
臨

黒
の
奈
落
の
底
の
帥
」
と
い
う
よ
う
な
国
華
が
見
出
さ
れ
る
　
（
○
曾
鳥
午

・。

ｷ
琴
・
・
O
菩
跳
・
。
瓢
8
①
・
。
o
o
離
銭
露
露
箕
名
轄
ヨ
8
試
。
琴
琶
瓢
・
9
。
購
）
。
ま

た
、
神
は
永
遠
に
き
わ
め
ら
れ
ざ
る
闇
で
あ
る
（
ぼ
◎
び
。
3
キ
。
藁
。
國
＄
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

三
十
年
あ
ま
り
を
カ
バ
ラ
の
研
究
に
捧
げ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ロ
イ
ヒ
リ
ン
に

八
八

よ
れ
ば
、
紳
は
有
で
も
非
有
で
も
な
く
、
し
い
て
名
づ
け
る
な
ら
ば
、
「
無

の
涯
な
き
海
」
で
あ
る
（
⇔
O
義
臣
＄
ぴ
●
野
眺
。
　
誠
膨
）
。
紳
性
が
森
羅

萬
象
か
ら
は
る
か
に
蓮
ざ
か
り
、
わ
が
身
を
か
く
す
無
露
な
ひ
ろ
が
り
は
、

さ
ら
に
．
ロ
イ
ヒ
リ
ン
に
よ
れ
ば
．
　
「
深
淵
」
と
岡
じ
で
あ
り
、
こ
の
象

徴
は
、
か
く
れ
た
る
騨
性
の
底
の
底
を
衰
わ
す
の
で
あ
る
。

　
綴
聾
者
を
開
展
し
た
瀞
と
開
展
し
な
い
深
奥
に
ひ
そ
む
紳
（
獅
欝
ω
0
9
）

と
に
分
け
、
後
癒
に
否
定
的
な
蓑
現
や
象
徴
を
重
ね
る
の
は
、
カ
バ
ラ
の

伝
統
で
も
－
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
カ
バ
リ
ス
ト
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
。
ハ
ラ
バ
ン

　
　
　
ヘ
　
　
サ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
患
子
ダ
ヴ
ィ
ド
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
・
驕
ら
康
閣
を
持
た
ぬ
原
閣
は
、
無

か
ら
有
を
つ
く
り
だ
し
、
義
解
に
よ
っ
て
働
き
か
け
る
の
で
あ
る
が
．
す

べ
て
が
再
び
無
に
量
る
と
き
に
は
、
あ
り
と
し
あ
る
も
の
の
原
発
で
あ
る

も
の
は
不
二
な
る
輩
一
に
あ
り
、
無
の
深
み
に
止
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
カ
バ
ラ
は
ド
イ
ツ
紳
秘
思
想
と
極
め
て
藩
し
い
類
似
を
承
す
と
い

う
も
の
の
、
爾
老
の
相
互
關
係
は
、
籔
老
の
知
る
か
ぎ
り
、
殆
ど
明
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
カ
バ
ラ
の
「
無
」
の
紹
介
と
し
て
は
、
僅
か
、
O
・

GO
E
。
ド
B
陣
G
Q
簿
暑
診
謬
α
Q
鋤
器
蹴
凶
。
緊
。
・
償
法
高
Q
Q
飢
謬
2
0
藍
鼠
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